
気泡潤滑型自己充填コンクリート

（Air-enhanced SCC: air-SCC）―マイクロ

バブルを活用した汎用の高信頼コンクリート

技術力の低下や技術者不

足が問題となる昨今，施工

の良否に依存せずにコンク

リート構造物に信頼性を付

与するための画期的な高

性能材料として，自己充填

コンクリート（SCC）の幅広

い活用が望まれています。

最多骨材自己充填コンクリート

—新型粘着技術を活用した自己充填性向上

によって普通コン配合に近づける技術開発

目下，air-SCCは骨材量を普通コンクリート並みに増やし，空

気量5%の「最多骨材自己充填コンクリート」を目指していま

す。微細気泡に加え，高粘着力ペーストにより骨材との剥離

を防止して自己充填性を高める技術を開発しています。

日本学術振興会科学研究費補助金（基盤(C)2016～18；

基盤(B)19～21年度），科学技術振興機構（JST）研究成果展

開事業研究成果最適支援プログラム（2018～19年度）や高

知県産業振興センター・地域研究成果事業化助成金（2015

～17年度）に採択され，実用化研究を促進しています。

1.0mm

粉体として普通セメントのみを用い，単位セメント量・

水量は普通コンクリートと同程度に抑えています。一般の

構造物への適用を念頭に強度を普通コンクリート並みにし

てコストを抑えた，経済的な高信頼コンクリートです。

コンクリート中の微細空気泡

自己充填コンクリート

air-SCCの位置づけ

しかし，単位セメント量の大きさと使用可能セメントの

制約から普通コンの約2倍のコストを要し，高強度を必要と

しない一般構造物への普及の妨げとなっていました。

高知工科大学コンク

リート研究室は，その解をコ

ンクリートの凍結融解抵抗

性付与のための連行空気

泡（エントレインドエア）の微

細化に見出しました。従来

と同等の自己充填性を維

持しつつ，骨材量増加とセ

メント量低減を図りました。
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シェア：日本で
1%未満

日本の生コン需要の95% 日本の生コン需要の5%

コンクリートは最も一般的で安価な建設材料ですが，自然

エネルギーでは分解しないという欠点があります。今後，資

源供給と環境の両面から大問題となる可能性があります。

高知工科大学コンクリート研究室は，コンクリートを自

然エネルギーによる物質循環サイクルに乗せるために，㈱

グリーン・エネルギー研究所 宿毛バイオマス発電所の協力

により，セメントを使用せずに硬化する地還型バイオマスコ

ンクリート（Sustainable Biomass Concrete: SBC）を開発

し，研究を行っています。鉱物由来資源を使用せず，現生

植物由来の材料である木材の燃焼灰（＝バイオマス）と，

水を主原料として硬化するコンクリートです。

地還型バイオマスコンクリート（SBC）

―物質循環の促進による文明維持と

人類存続のための総合コンクリート技術

社会システム工学と高知工科大学コンクリート研究室

SBCは構造部材としての使

命を終えれば土に還るコン

クリートです。くらしを支える

衣食住の持続的な生産活

動に役立ち，文明生活を維

持する総合技術です。建設

の枠を超えた社会システム

工学の研究です。
木灰コンクリートブロック

地還型バイオマスコンクリート（SBC）

―現生植物由来の材料のみから成り、

使用後は土に還るコンクリート

カシオ科学振興財団からは，平成30年度特別テーマ

「地球環境を課題とする問題解決に向けた研究（＝人類

が直面している地球温暖化・資源の枯渇・環境汚染等の

問題に対しての研究）」に対する研究助成に採択され

（2018～19年度），一層の研究促進を図っています。
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「木灰」から「木材」につなげる技術：
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木灰から木材につなげるSBC

使用後に埋める

間伐・伐採作業と
運搬の効率化
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森林作業道作設の
ための簡易舗装用
SBCブロック

木灰と水だけで硬化するSBC：鉱物由来資源（セメントや骨材）不要

安全で心豊かなくらし

社会システム工学

社会インフラ

防災

コンクリート材料他材料

衣食住の生産

明日の環境の
ための技術

今日の安全の
ための技術
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気泡潤滑型自己充填コンクリート
高性能から高信頼へのパラダイムシフト
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地還型バイオマスコンクリート
文明維持と人類存続のための総合技術
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SCC＆SBC―今日の安全と明日の環境のために
(OUCHI Masahiro 2020)


